


階段とガラス窓

博物館には基本理念にしたがって、多くの資料（モノ）が

保管、収集されています。資料といっても古文書や考古遺

物、陶磁器、美術作品などさまざまで、写真やビデオ、標本も

資料となります。一見、“ゴミ？”のようなものでも博物館にとっ

ては貴重な資料となることがあります。新しく近代的な品物が

あふれる現代社会の対極にあるともいえる博物館資料は、

後世に歴史や文化を伝える貴重な財産です。本学博物館

でも時折、資料の寄贈をうけることがあります。なかには展示

を希望される方もいます。収蔵庫にずっとしまっておく“死料”

とならないよう、少しでも寄贈者の意向に沿ってあげられるよ

うにすることも学芸員には必要のように感じます。
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　1975（昭和50）年に学校法人学習院の100周年記念事
業の一環として大学附置研究施設として設置されました。
1985（昭和60）年には博物館相当施設となり、学芸員課程の
授業や実習などがおこなわれています。
　学習院目白キャンパス内には多くの歴史遺産があります。そ
のなかでも史料館は国登録有形文化財建造物のひとつで、
価値の高い建物です。
　古文書や考古遺物、古写真などの歴史史料のほか、文学
資料、学習院に関する資料などを所蔵しています。皇族・公家・
大名・華族資料のほか村の名主家資料があります。これら約
13万件の資料のなかでも、西園寺家や西田幾多郎資料は
多くの人に知られています。
　調査・研究を公表する場として利用され、年に数回の企画
展が開催されています。また教育活動として公開講座を開講し
ているとともに、定期刊行物も発刊されています。近年発刊され

た学習院大学史料館編『学習院目白の学び舎─学内に遺る
歴史ある建築』は是非ともお薦めしたい。
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キリシタン制札
天和2（1682）年
キリスト教を禁じた御触

　江戸時代、禁令や法令、道徳観などを板札に墨書し、市

中に掲げたものを総称して“高札”といいます。特定の事項を

対象とした高札を制札といい、本資料はキリスト教を禁じた高

札であることから、正確には「キリシタン制札」になります。街道

筋や村役人宅、お役所付近には高札場が設けられ、ここに

数枚の禁令が掲げられました。

　この資料は天和2（1682）年のキリシタン制札で、いわゆる

キリシタン褒賞制を明記したものです。伴天連（司祭・神父）

の訴人には銀500枚、イルマン（修道士）と立ち帰り者（復宗

した者）の訴人には銀300枚、同宿（伝道を補助する人）・宗

門の訴人には銀100枚を褒美として与えると記されています。

キリスト教信仰禁止の周知はもちろんのこと、住民相互に監

視させる目的があったのです。

　なお、冒頭には「幾里志多ん」（キリシタン）と書かれていま

す。キリシタンの表記は様 で々、1637（寛永14）年～38（同

15）年の島原・天草の乱までは、キリシタンのことを伴天連と

称することが多く、これ以降「吉利支丹」の言葉が定着しま

す。また、1680（延宝8）年の徳川綱吉が将軍就任するにとも

ない、「吉」の字を避け、「切支丹」や「鬼理死貪」などの文

字が使われるようになりました。
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平日 9：30～17：30（11：30～12：30閉室）　土曜 9：30～12：30
日曜日、国民の祝・休日、開学記念日（5月15日）、開院記念日（10月17日）、
大学入試期間（2月頃）、その他の年末年始、夏期休館など
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　2011年になり、いよいよ新学期を迎える季

節になりましたね。今年初刊行の博物館

ニュースはいかがでしたか？昨年は、公開講

演会やこどもワークショップ、来館者ノートなど

を通して、たくさんの方 と々交流することができ

ました。ここ数年は、何度も足を運んでくださる

リピーターさんも増えて、スタッフ一同喜んでお

ります。

　今年もさまざまな出会いに感謝しながら、み

なさんとともに博物館を賑やかにしていきたいと

思います。どうぞよろしくお願いいたします。

大学博物館ランキング入館者人文社会系において第10位と紹介されました

（『大学ランキング2011年版』、朝日新聞出版、2010年）。

8月3日から27日にかけて博物館実習（本学学部生9名参加）をおこないました。

10月からせいなんこどもワークショップを開催しています。その成果の一部を博物

館の受付の前に展示しています。

2010年8月から2011年3月までの間、多くの博物館活動を行ないました。
そのなかからいくつかを紹介します。
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11月12日から12月4日にかけて実習の成果として「西南生プロデュース！おすすめ

デートプラン＠西新エリア」を海の中道マリンワールドで開催しました。

11月24日、本学博物館の安高啓明学芸員が（財）日本博物館協会から棚橋

賞を受賞（於奈良県新公会堂）しました。

2011年2月19日、Q-conference2010に参加し、「博物館と学生との協働」のポ

スターセッションをおこないました。
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時の流れを象徴する階段 光がさしこむガラス窓と階段 2階講堂の窓

博物館は旧西南学院本館として1921年に竣工されました。

90年という年月を重ねてきた建物には、新築された施設とは異

なるあたたかい雰囲気があります。たとえば2階、そして3階へと

つながる階段は、多くの人が行き交った足跡を物語るようにす

り減っている様子がわかります。また、時代を感じさせる手すりや

欄干がいっそう深い味わいをひき出しています。博物館の窓は

手作りのガラス窓であり、そとが揺らいでみえる光景には情趣が

あります。差しこむ光からの開放感、そして雨露にぬれた窓から

はいつもとは違った趣を感じることができます。

大学博物館には今日でも多くの人が訪れます。学生はもちろ

んOB・OG、外国人の方まで来館し、想いをめぐらしています。

西南学院とともに歩んできた大学博物館は、昔を懐かしみ、

現在を知り、そして未来への希望を与える建物なのです。
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